
　１．目的

　浜中町では平成２1年度に町が管理している橋梁について点検を実施したので報告します。

そこで、今後定期的に橋梁点検（橋梁診断）を実施し、橋梁状況の把握および補修方法、更に計画的な架け替え

を着実に進めることにより、可能な限り、コスト縮減を図る計画（長寿命化計画）の資料とするものです。

コンクリート橋を標準とした場合、その寿命は概ね５０年と考えられ、建設後５０年を経過した橋梁数は

２００９年(平成21年)ではありませんでしたが、１０年後の２０１９年(平成31年)には２橋（4％）、２０年後の

２０２９年(平成41年)には２２橋（３９％）、そして、３０年後の２０３９年(平成51年)には４９橋（８８％）

浜中町が管理している橋梁は現在５６橋です。 

となり、高齢化橋梁が増大します。 
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調査概要
○ 　近接による調査(1)

　　　 ①　支承位置に登り（梯子使用程度）、支承の機能障害を近接調査する。

②　同時に、主桁端部周辺の近接調査を行う。

　　　鋼橋          ：主桁・端対傾構等の腐食、亀裂、床版ひびわれ他。　　

　　　コンクリート橋：主桁・端対傾構等の漏水・遊離石灰、床版ひびわれ他。　　

○ 　近接による調査(2)

①　道路上から、路面の凹凸を近接調査する。

○ 　遠望による調査

①　遠望（例えば、橋の下の河原、堤防の上）から、双眼鏡程度を用いて

    目視調査する。

当町が管理する橋梁は２０３０年頃から急激に高齢化橋梁が増加する状況にあります。そして、経年劣化に加えて地域特性

（塩害、雪害、風害等)も作用して、その劣化速度が加速される状況にあります。

当町として、今回の橋梁点検結果を参考にして、今後、巡回点検を実施し、資産（アセット）の計画的且つ効率的な管理

（マネジメント）を目指します。

　２．浜中町の橋梁健全度の把握について



　３．今後の計画

凡例　●
●

　する橋梁等の優先順位を考慮した計画策定を行います。

鋼橋

・橋梁点検結果をもとに、平成２３年度で橋梁長寿命化修繕計画策定を行います。

・橋梁長寿命化修繕計画策定にあたり、①損傷が大きい橋梁 ②重要なネットワーク上の橋梁  ③緊急輸送路等の路線に位置

ＰＣ橋、ＲＣ橋、BOXカルバート

浜中町の橋梁点検に関する問い合わせ先

浜中町役場 建設水道課 土木係
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